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論文審査要旨（600～700字程度） 

 

 本学位論文は、ポリエチレンカーボネート（PEC）濃厚型電解質の特異的なイオン伝導挙動を活かしなが

ら、電解質の複合化によるイオン伝導性と物性の改善、および全固体電池への応用について詳細に検討した

ものである。その結果、PEC型電解質に無機フィラーの充填およびブレンド型にした複合型電解質のイオン

伝導特性と物性の改善が両立できた。さらに、複合化による全固体電池への応用効果も認められた。これら

の知見は次世代全固体電池の研究に大きく寄与するものである。 

 

 本学位論文では、第一章でリチウム二次電池の紹介、固体電解質の種類や特徴、特に固体高分子電解質

（SPE）の全固体電池への応用の技術や課題、および PEC 型電解質の特徴を紹介し、本研究の意義を明ら

かにした。第二章では、PEC 型電解質に非焼成エレクトロスピニング法で作製したシリカナノファイバー

（SNF）の充填によるイオン伝導性および物性の改善について、第三章では、PECとポリトリメチレンカー

ボネート（PTMC）ブレンド型電解質のイオン伝導性について、第四章では、第二章と第三章で紹介した電

解質の全固体電池への応用を検討した。第五章で本研究の内容と結果をまとめ、将来の展望を示した。 

 

 以上のように、本論文は、多くの新しい知見を有すること、論文の内容、構成および公表論文数などから、

本学位論文審査委員会は、全員一致して、本論文が博士(工学)の学位論文として十分価値があるものと判断

し、合格と判定した。 

 

【審査経過】 

（通常の審議の場合） 

 平成30年12月10日 平成31年3月博士後期課程修了に係る学位申請 

 平成31年1月9日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

 平成31年2月13日 学位論文発表会 

 平成31年2月13日 グループ会議で論文合格及び最終試験合格を承認 

 平成31年3月11日 学位授与認定・修了認定（教授会） 

 


